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１ 

１ 調査の目的 

本調査は、平成 15 年度に策定された「さいたま市総合振興計画」のうち、各分野の施策を総合的、体

系的に示すとともに各区の将来像などを定めた「基本計画」の計画期間が平成 25 年度末に満了となるこ

とから、現在策定中の次期基本計画における各分野の目指す方向性の達成度合いを示す「成果指標」の

現状値の把握、及び各区の将来像の検討に当たっての参考情報として活用することを目的として実施し

たものです。 

２ 調査の実施方法 

（１）調査対象 

市内在住の満 20 歳以上の男女から、住民基本台帳及び外国人登録原票に基づき 5,000 人を無作為抽

出 

（市内の 10 区ごとの登録人口規模で按分抽出） 

（２）調査時期 

平成 24 年 12 月 13 日～12 月 26 日 

（３）調査方法 

アンケート調査票の配布・回収ともに郵送 

（４）回収状況 

＜有効回収数＞ 

配布数（件） 有効回収数（件） 有効回収率（％） 

5,000 2,606 52.1 

３ 質問の構成 

次ページの通りです。 

調査の概要 



２ 

＜質問の構成＞                                   

大項目 問番号 中項目 
回答 

形式 

ページ

数 

Ⅰ あなたが取り

組んでいる活

動・行動につ

いて 

問１ あなたは日常生活の中で、以下のような活動・行動

をどの程度行って（または心がけて）いますか。 

単一 5 

１ 節電や省エネルギーに取り組んでいる。 

２ ごみの減量に取り組んでいる。 

３ 普段の買物を主に市内商店（街）で行ってい

る。 

４ 災害に備え、家庭で備蓄等の対策を行ってい

る。 

５ 地域の活動に参加している。 

６ 外国人や異なる文化を理解しようとしてい

る。 

７（65 歳以上の方のみ）地域・ボランティア活 

 動や趣味を楽しむ等、生きがいをもって活動し

ている。 

単一 6 

問２ あなたはこの１年間で、以下のような活動に参加し

たことがありますか。 
単一 7 

１ 自然環境の保全活動 

２ 地域の防災訓練 

問３ あなたは、生涯学習にどの程度取り組んでいますか 

単一 8 
問 3-1 （問 3 で「1 積極的に取り組んでいる」「2 ときどき

取り組んでいる」と答えた方）生涯学習を通じて生

活が充実していると感じますか。 

問４ あなたはこの 1 年間で、以下の活動にどの程度取り

組んでいますか。 
単一 9 

１ スポーツ 

２ 文化芸術活動 

Ⅱ 生活実感につ

いて 

問 5 あなたは日常生活の中で、以下の項目についてどの

ように思われますか。 

単一 10 

１ 緑や水辺などの自然が身近にあると感じる。 

２ 市内の景観(まちなみ、自然等）に魅力を感じ

る。 

３ 地域の子ども・青少年が健全に成長している。

４ 困った時に相談できる人が身近にいる。 

５ 地域の中で、障害に対する理解が深まってい 

ていると感じる。 



３ 

６ 自分は健康であると思う。 

単一 10 

７ 「かかりつけ医」がいる。 

８ わが国全体の中において、市内の産業は活力

があると感じる。 

９ 周囲の就労環境が向上していると感じる。 

10 安全な水道水を安定的に利用することができ

る。 

11 身近なところで人権が尊重されている。 

12 社会全体で見た場合、男女の地位が平等だと

感じる。 

13 地域の活動・交流が活発に行われていると感

じる。 

14（65 歳以上の方のみ）日常生活に不安を感じ

る。 
単一 11 

Ⅲ さいたま市に

ついて 

問６ あなたはさいたま市について、どのように感じてい

ますか。 

単一 12 

１ 地球温暖化対策など、環境の向上に熱心に取

り組んでいるまちである。 

２ 子育てしやすいまちである。 

３ スポーツの盛んなまちである。 

４ 文化的なまち・芸術のまちである。 

５ 歩行者や自転車利用のための環境が整ってい

る。 

６ 都市基盤（道路、公園、上下水道など）が整

備され、快適で生活しやすいまちである。 

７ 都心地区に活気があり、魅力的である。 

８ 交通の利便性が高いまちである。 

９ 犯罪が少なく、安心して暮らせるまちである。

10 外国人にとって過ごしやすい環境が整ってい

る。  



４ 

＜区別の質問項目＞ 

大項目 
問番

号 
中項目 

回答 

形式 

ページ

数 

Ⅳ 各区について 

※区ごとに問 7・問

8 の回答を見開き

で掲載 

問 7 お住まいの区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの

複数 13 問 8 10 年後、20 年後に期待する各区の将来の姿やイメー

ジについて 

＜質問の構成＞                                   

大項目 
問番

号 
中項目 

回答 

形式 

ページ

数 

Ⅴ 回答者の属性 （1） 性別 単一 33 

（2） 年齢 単一 34 

（3） 職業 
単一 35 

１ 通勤・通学先 

（4） 居住年数 単一 36 

（5） 家族構成 
単一 37 

（6） 同居家族構成 

― 回答者の居住区 ― 39 



５ 

1 Ⅰ あなたが取り組んでいる活動・行動について  

（１）日常生活の中での活動・行動について （調査票：問１） 

―多くの市民が「節電」や「ごみの減量」などに取り組んでいる― 

□「節電や省エネルギーに取り組んでいる」「ごみの減量に取り組んでいる」に「積極的に行っている」

「ある程度行っている」と答えた市民が約 8 割以上と高い割合になっている。また「普段の買物を主

に市内商店（街）で行っている」に「積極的に行っている」と答えた市民は約 5 割となっている。一

方、「地域の活動に参加している」に「ほとんど行っていない」「全く行っていない」と答えた市民が

約 6 割となっている。 

(n=2606) 

基礎集計編（全市共通） 



６ 

65 歳以上の方のみ対象 「地域・ボランティア活動や趣味を楽しむ等、生きがいをもって活動している」

□「積極的に行っている」「ある程度行っている」と答えた市民が 6 割程度、「ほとんど行っていない」

「全く行っていない」が約 4 割程度となっている。 

積極的に行ってい

る(心がけている), 
27.0%

ある程度行ってい

る(心がけている), 
33.0%

ほとんど行っていな

い(心がけていな
い), 23.5%

全く行っていない

(心がけていない), 
16.6%

 (n=712) 無回答を除く 



７ 

（２）この 1 年間での以下の活動参加（調査票：問２） 

―「自然環境の保全活動」「地域の防災訓練」の参加状況― 

□両活動ともに「ない」と答えた市民が約 7 割となっている。 

「自然環境の保全活動」

ある, 29.0%

ない, 68.7%

無回答, 2.2%

 (n=2606) 

「地域の防災訓練」

ある

21.2%

ない

76.7%

無回答

2.1%

 (n=2606) 



８ 

（3）生涯学習の取組程度（調査票：問 3、問 3-1） 

―生涯学習の取組状況― 

□「あまり取り組んでいない」「全く取り組んでいない」と答えた市民が 56.9%となっている。 

積極的に取り組ん

でいる, 17.2%

ときどき取り組ん

でいる, 21.4%

あまり取り組んで

いない, 28.8%

全く取り組んでい

ない, 28.1%

無回答, 4.5%

 (n=2606) 

□上記で「積極的に取り組んでいる」「ときどき取り組んでいる」と答えた市民のうち「生涯学習を通じ

て生活が充実していると感じる・やや感じる」と答えた市民は、9 割以上となっている。 

感じる, 50.4%やや感じる, 43.3%

あまり感じない, 
5.5%

感じない, 0.3% 無回答, 0.5%

 (n=1006) 



９ 

（4）スポーツ・文化芸術活動の取組状況（調査票：問 4） 

□「スポーツ」を「全く行っていない」と答えた市民が 24.8%と高い割合であった。また「スポーツ」

を行っていると答えた中で、最も多かったのは「週 1～2 回程度」の 20.3%となっている。 

週３回以上, 
17.1%

週１～２回程度, 
20.3%

月１～３回程度, 
15.0%

年数回程度, 
18.3%

行っていない, 
24.8%

無回答, 4.5%

 (n=2606)

□「文化芸術活動」を「年数回程度」行っていると答えた市民の割合は 34.0%と最も高い割合となって

おり、次いで「行っていない」が 32.9%となっている。 

週３回以上, 5.2%
週１～２回程度, 

7.8%

月１～３回程度, 
16.1%

年数回程度, 
34.0%

行っていない, 
32.9%

無回答, 4.0%

 (n=2606) 



１０ 

２ Ⅱ 生活実感について 

（5）日常生活で実感すること（調査票：問 5） 

□「安全な水道水を安定的に利用することができる」に「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と答

えた市民が 84.6%と最も高く、次いで「自分は健康であると思う」（80.2%）となっている。一方で、「周

囲の就労環境が向上していると感じる」に「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」と答え

た市民が 81.0%となっている。 

 (n=2606)   (※)日頃から患者自身や家族を診療し、健康管理に関する相談にのってくれる医師



１１ 

65 歳以上の方のみ対象 「日常生活に不安を感じる」

□「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と答えた市民は約 6 割で、「どちらかと言えばそう思わな

い」「そう思わない」は約 4 割となっている。 

そう思う, 20.6%

どちらかと言えば

そう思う, 36.4%

どちらかと言えば

そう思わない, 
27.8%

そう思わない, 
15.3%

(n=695) 



１２ 

３ Ⅲ さいたま市について 

（6）さいたま市について感じること（調査票：問 6） 

□「交通の利便性が高いまち」に「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と答えた市民が 75.8%と最

も高く、次いで「スポーツが盛んなまち」（71.5%）となっている。一方で、「歩行者や自転車利用のた

めの環境が整っている」に「どちらかと言えばそう思わない」「そう思わない」と答えた市民が 78.2%

となっている。 

 (n=2606) 





１３ 

（西 区） 

1 お住まいの西区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7）

□「豊かな自然」が 74.2%と最も高い割合で、次いで「地域コミュニティの温かさ」（49.5%）、「地産地消ので

きる環境」（36.3%）の順となっている。 

74.2%

49.5%

36.3%

24.7%

12.6%

6.3%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

豊かな自然

地域コミュニティの温かさ

地産地消のできる環境

歴史文化・伝統

区の花「アジサイ」

その他

無回答

 (n=190) 

＜その他の自由回答＞ 

自然・緑に関すること 

・田、畑風景 

・畑や田んぼが無くなり、農業する人がいなくなり、草が茂っている。これでは人間の将来はない。 

交通網の整備に関すること 

・車の運転できない人のため、バスは多くの運行を望む。 

子育てに関すること 

・若者の子育て環境の充実 

その他 

・国を愛する心 

・区役所、イオン 

・計画的な市街化、西大宮駅周辺など 

基礎集計編（各区別） 



１４ 

２ 10 年後、20 年後に期待する西区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「安全で安心して暮らせるまち」が 68.9%と最も高い割合で、次いで「交通インフラが整備されたまち」

（54.2%）、「自然環境と共生したまち」（48.4%）、「高齢者が生き生きと生活できるまち」（45.8%）、「子育て

しやすいまち」（44.2%）の順となっている。 

68.9%

54.2%

48.4%

45.8%

44.2%

28.9%

27.9%

26.3%

22.1%

16.8%

16.3%

12.6%

4.7%

2.6%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

安全で安心して暮らせるまち

交通インフラが整備されたまち

自然環境と共生したまち

高齢者が生き生きと生活できるまち

子育てしやすいまち

地域に愛着を持てるまち

商店街に活気があるまち

思いやりのあるまち

外出しやすいまち

つながりのあるまち

地産地消に取り組むまち

地域に誇りを持てるまち

地域住民が主体的に取り組むまち

その他

無回答

(n=190) 

＜その他の自由回答＞ 

国際交流に関して 

・国際交流があり、外国人が住みやすい街 

自然・緑に関して 

・動物との共生 

・開発をせずに、自然を残してほしい。 

その他 

・苦情等に毅然と対応のできる職員を配置している市当局の町（くさいモノに蓋をするだけで処理しようと

する職員が多い。マニュアル対応しかできない町になっている）良いイメージで期待できない街になって

いる。 



１５ 

（北 区） 

1 お住まいの北区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7）

□「住みやすさ」が 59.5%と最も高い割合で、次いで「豊かな自然（水と緑）」（45.7%）、「都会でも田舎でも

ない＜ちょうどよいまち＞」（43.3%）の順となっている。 

59.5%

45.7%

43.3%

39.5%

27.8%

26.5%

11.7%

9.3%

7.2%

1.7%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

住みやすさ

豊かな自然（水と緑）

都会でも田舎でもない「ちょうどよいまち」

買物の利便性

お祭りや神社など歴史資源

自転車も含めた交通の利便性

盆栽文化

ボランティア活動など地域活動

地域の農業

その他

無回答

(n=291) 

＜その他の自由回答＞ 

医療に関すること 

・病院 

・総合医療機関 

交流・コミュニティに関すること 

・誰でも何でも相談しやすい町 

・地域の交流 

その他 

・美しい、きれいなまち 



１６ 

２ 10 年後、20 年後に期待する北区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで）

（調査票：問 8） 

□「医療、福祉の充実したまち」が 64.3%と最も高い割合で、次いで「安全・安心でほっとするまち」（51.5%）、 

「子育てがしやすいまち」（39.5%）、「高齢者の住みやすいまち」（39.2%）、「安全に安心して円滑に移動で

きる交通環境が整ったまち」（37.8%）の順となっている。

64.3%

51.5%

39.5%

39.2%

37.8%

37.5%

28.2%

26.1%

24.7%

19.2%

16.5%

14.1%

13.1%

11.0%

7.9%

5.5%

1.0%

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

医療・福祉の充実したまち

安全・安心でほっとするまち

子育てがしやすいまち

高齢者の住みやすいまち

安全に安心して円滑に移動できる交通環境が整ったまち

自然（水と緑）の豊かなまち

商店街や産業に活気があるまち

都会でも田舎でもない「ちょうどよい」まち

美しい・きれいなまち

子どもから高齢者まで交流が盛んなまち

教育が充実したまち

子どもが遊べる公園などが充実したまち

帰宅したくなるまち

市民と行政との協働が盛んなまち

地域活動が盛んで活気のあるまち

盆栽や漫画など文化の充実したまち

その他

無回答

(n=291) 

＜その他の自由回答＞ 

都市機能に関して 

・スポーツ施設の充実 

・駅前にスーパーがほしい。買い物の利便性。 

自然・緑に関して 

・自然がなくなっているまち 



１７ 

（大宮区） 

1 お住まいの大宮区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7） 

□「氷川神社」が 70.4%と最も高い割合で、次いで「氷川の杜と緑」（52.5%）、「大宮駅周辺の利便性」（47.5%）

の順となっている。 

70.4%

52.5%

47.5%

43.6%

28.8%

18.3%

15.2%

14.0%

2.7%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

氷川神社

氷川の杜と緑

大宮駅周辺の利便性

交通の要衝としての機能

地域の自然

生活の質の高さ

見沼代用水沿いの景観

歴史・伝統・文化

その他

無回答

(n=257) 

＜その他の自由回答＞ 

地域資源に関して 

・大宮アルディージャ 

・畑 

・鉄道博物館 

・さいたま新都心駅の利便性 

その他 

・「歴史・伝統・文化」に関して秩父のように際だったことが少ないせいか、広報活動が少なく、もう少し
掘り起こしていろいろ知りたい。 

・オタクの店 

・住みづらい町 

・全て残す努力をしてもらいたい 



１８ 

２ 10 年後、20 年後に期待する大宮区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「災害に強いまち」が 51.4%と最も高い割合で、次いで「交通利便性の高いまち」（50.6%）、「健康に住み続 

けられるまち」（46.7%）、「子育て環境の整ったまち」（41.6%）、「緑や水辺環境が豊かなまち」（36.2%）の

順となっている。 

51.4%

50.6%

46.7%

41.6%

36.2%

35.8%

32.7%

32.3%

27.6%

24.9%

20.6%

14.0%

10.9%

3.1%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

災害に強いまち

交通利便性の高いまち

健康に住み続けられるまち

子育て環境の整ったまち

緑や水辺環境が豊かなまち

生活基盤の整ったまち

人に優しい交通環境のあるまち

商業・ビジネスの拠点となるまち

歴史・文化の薫るまち

商店街に活気があるまち

住民と行政が連携しているまち

魅力あふれるまち

コミュニティが盛んなまち

その他

無回答

(n=257) 

＜その他の自由回答＞ 

道路整備に関して 

・車道を自転車で走る様になったのに双方とも危険を感じる状況が多い。 

・渋滞の無い町 

福祉に関して 

・障害者の人でも生活できる街 

防犯に関して 

・防犯防止のまち 

その他 

・「商業・ビジネスの拠点となるまち」と「商店街に活気があるまち」も連動しているのでは？「商業・ビジ
ネスの拠点になるまち」が充実すれば自ずと商店街に活気が出るのでは？一番大事なのは「住民と行政が
連携しているまち」でそれが十分機能（これが本当に難しいですよね！）すれば他のほとんどのことも向
上すると思う。 

・地産地消のできる畑を持つ 

・すたれていくのかと・・・ 

・さいたま市民が地域と関われるまち 



１９ 

（見沼区） 

1 お住まいの見沼区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7） 

□「自然環境」が 57.6%と最も高い割合で、次いで「生活に便利な公共交通機関」（54.8%）、「見沼田圃」（40.1%）

の順となっている。 

57.6%

54.8%

40.1%

35.7%

32.5%

22.3%

18.2%

3.5%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然環境

生活に便利な公共交通機関

見沼田圃

のどかな景観

緑のヘルシーロード（サイクリングロード）

伝統文化（深作ささら獅子舞、砂の万灯など）

古民家（旧坂東家住宅など）

その他

無回答

(n=314) 

＜その他の自由回答＞ 

交通網、道路整備に関して 

・自転車で安心して通れない。通れるように。 

・交通渋滞の少ない街 

・バス（岩槻～大宮）の本数を増やしてほしい。 

・緑のヘルシーロードは最高です。 

公園等 

・公園 

・堀崎公園 

・薬王寺 

・サギ山記念公園 

その他 

・広い空 

・医療 

・特に思い浮かばない 



２０ 

２ 10 年後、20 年後に期待する見沼区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「安心して暮らせるまち」が 64.0%と最も高い割合で、次いで「医療機関が充実したまち」（58.9%）、「安全 

に暮らせるまち」（52.5%）、「自然豊かなまち」（46.2%）、「高齢者や子どもに優しいまち」（42.7%）の順と

なっている。 

64.0%

58.9%

52.5%

46.2%

42.7%

29.0%

28.7%

24.5%

22.6%

18.8%

11.8%

10.5%

10.5%

10.2%

8.0%

7.6%

7.6%

1.6%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

安心して暮らせるまち

医療機関が充実したまち

安全に暮らせるまち

自然豊かなまち

高齢者や子どもに優しいまち

子どもから高齢者までが移動しやすいまち

働きながら子育てのできるまち

思いやりのあるまち

あちこちで子どもの声が聞こえるまち

美しいまち

富士山を眺められるまち

スポーツが盛んなまち

地域活動が活発なまち

ふれあいに満ちたまち

地域資源を活かしたまち

交流のあるまち

誰もが社会貢献できるまち

その他

無回答

(n=314) 

＜その他の自由回答＞ 

生活環境に関して 

・安心に暮らせる町に 

・職の見つけやすいまち 

・道路拡幅 

・家賃が安い 

その他 

・期待しつつ、今の市政ではたして実現できるのか疑問です。 

・第３公園に出るにも道がありません。 



２１ 

（中央区） 

1 お住まいの中央区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7） 

□「安全な暮らし」が 79.7%と最も高い割合で、次いで「住環境のよさ」（66.0%）、「草花（桜やバラ）などの

自然」（43.4%）の順となっている。 

79.7%

66.0%

43.4%

36.8%

34.4%

17.9%

4.7%

2.4%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

安心な暮らし

住環境のよさ

草花（桜やバラ）などの自然

子育て環境のよさ

都心へのアクセスのよさ

新しいものと古いものとが共存した環境

蔵づくりの街並み

その他

無回答

(n=212) 

＜その他の自由回答＞ 

交流・コミュニティに関して 

・他県の人も快く受け入れてくれる町 

・住民同士のコミュニケーション 

・高齢者に優しい町 



２２ 

２ 10 年後、20 年後に期待する中央区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「高齢者にとって住みよいまち」が 68.4%と最も高い割合で、次いで「子どもにとっての良好な生活環境が

整ったまち」（59.9%）、「安心して子育てができるまち」（54.2%）、「地域で互いが支えあうまち」（45.3%）、

「商店街に活気のあるまち」（35.8%）の順となっている。 

68.4%

59.9%

54.2%

45.3%

35.8%

31.6%

30.7%

24.1%

22.6%

15.6%

3.3%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

高齢者にとって住みよいまち

子どもにとっての良好な生活環境が整ったまち

安心して子育てができるまち

地域で互いが支えあうまち

商店街に活気のあるまち

地域で就業がしやすいまち

芸術・文化が創造されるまち

世代間、新旧区民の交流が盛んなまち

高齢者が地域活動に参加しやすいまち

若者が自治会で活躍するまち

その他

無回答

(n=212) 

＜その他の自由回答＞ 

福祉に関して 

・障害者にとって住みよいまち 

・福祉、思いやり、支えあう。人間関係が冷たいので他方から来た人たちを温かく迎えられる町。ただ住み
やすい町だけでなくとても大切な歴史があるまちなので、住む人が理解し、誇れる街になってほしい。 



２３ 

（桜 区） 

1 お住まいの桜区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7） 

□「自然に親しめる環境」が 58.7%と最も高い割合で、次いで「ゆっくりとした生活しやすい環境」（51.0%）、

「子どもが元気に外で遊べる環境」（48.0%）の順となっている。 

58.7%

51.0%

48.0%

29.6%

21.9%

20.9%

20.4%

19.9%

9.2%

1.0%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

自然に親しめる環境

ゆっくりとした生活しやすい環境

子どもが元気に外で遊べる環境

サクラソウ

お祭りなど歴史・文化資源

埼玉大学

プラザウエスト

地域の人が守る安全

豊かな農地

その他

無回答

(n=196) 

＜その他の自由回答＞ 

・緑（自然） 



２４ 

２ 10 年後、20 年後に期待する桜区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「安全で安心なまち」が 59.7%と最も高い割合で、次いで「障害者や高齢者にやさしいまち」（53.1%）、「ず 

っと住みたいと思えるまち」（49.5%）、「車がなくても安心して移動できる交通環境の整ったまち」（43.4%）、

「生活利便性の高いまち」（42.9%）の順となっている。

59.7%

53.1%

49.5%

43.4%

42.9%

42.3%

40.8%

23.5%

23.0%

13.8%

12.2%

12.2%

9.2%

1.0%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

安全で安心なまち

障害者や高齢者にやさしいまち

ずっと住みたいと思えるまち

車がなくても安心して移動できる交通環境の整ったまち

生活利便性の高いまち

豊かな自然や農地のある美しいまち

子育てしやすいまち

子どもから高齢者まで地域活動が盛んなまち

商店街や産業に魅力のあるまち

子どもから高齢者まで交流の盛んなまち

歴史・文化資源を生かしたまち

市民と行政の協働が盛んなまち

埼玉大学との交流のあるまち

その他

無回答

(n=196) 

＜その他の自由回答＞ 

・良いイメージが無い 



２５ 

（浦和区） 

1 お住まいの浦和区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7）

□「落ち着いて暮らせる環境」が 65.8%と最も高い割合で、次いで「住みやすさ」（55.1%）、「教育環境の良さ」

（35.1%）の順となっている。 

65.8%

55.1%

35.1%

30.2%

22.8%

20.6%

15.1%

11.1%

11.1%

8.6%

7.7%

2.2%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

落ち着いて暮らせる環境

住みやすさ

教育環境の良さ

子育て環境の良さ

静かな環境

浦和レッズのブランド力

まちのイメージの良さ

旧中山道の景観

文化的な取組

住民同士の交流

まちのブランド力

その他

無回答

(n=325) 

＜その他の自由回答＞ 

福祉・医療に関して 

・老後生活の良さ 

・お年寄りに優しい町づくり 

・病院の設備や住民の健康 

自然・緑に関して 

・自然と安全・安心が協調した環境 

・緑、個人経営の商店 

その他 

・県庁、市役所、埼玉大学付属小学校、浦和高校（県立の） 

・「住民同士の交流」は活性化してほしい 



２６ 

２ 10 年後、20 年後に期待する浦和区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「住みやすいまち」が 67.7%と最も高い割合で、次いで「医療環境の整ったまち」（62.2%）、「緑豊かなまち」

（47.1%）、「安全に歩行できるまち」（43.4%）、「防災対策が充実したまち」（38.2%）の順となっている。 

67.7%

62.2%

47.1%

43.4%

38.2%

33.8%

31.4%

20.9%

20.6%

18.2%

16.0%

11.4%

10.2%

10.2%

7.7%

5.5%

1.2%

1.2%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

住みやすいまち

医療環境の整ったまち

緑豊かなまち

安全に歩行できるまち

防災対策が充実したまち

文教のまち

シルバー世代が社会参加しているまち

職と住のバランスがとれたまち

若者がいきいきと暮らせるまち

景観デザインに配慮されたまち

巨大高層建築を抑制したまち

公的機関が集積するまち

にぎわいのあるまち

新しい魅力のあるまち

情報発信力のあるまち

憧れを集めるまち

ストーリーにあふれるまち

その他

無回答

(n=325) 

＜その他の自由回答＞ 

福祉に関して 

・街の中でも老人施設、病院、特老とかが違和感なくできる街。20年後にはさいたまはいきなり老人人口が

高くなると思うから。 

・子供の声がする町 

・障害をもった人々が暮らしやすい街 

・子供の多い町 



２７ 

（南 区） 

1 お住まいの南区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7）

□「だれもが安心して歩ける歩道」が 51.2%と最も高い割合で、次いで「鉄道の利便性」（48.8%）、「豊かな緑

地」（43.6%）の順となっている。 

51.2%

48.8%

43.6%

42.6%

26.4%

17.5%

17.2%

15.4%

7.3%

3.7%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

だれもが安心して歩ける歩道

鉄道の利便性

豊かな緑地

まちの水辺空間（別所沼・笹目川等）

地域の防災力

いい意味での「田舎」

住民間の交流

伝統行事

高齢者のパワー

その他

無回答

(n=383) 

＜その他の自由回答＞ 

居住環境に関して 

・子供が安心して遊べる公園 

・生活利便性の充実  

・医療、福祉、商業施設 

・調和のとれた町なみ 

・老後も住みやすい街 

・静かな住宅街 

安全・安心に関して 

・防犯パトロール 

・防災避難場所 

交通、道路整備に関して 

・浦和や武蔵浦和に羽田や成田からの交通(バス)をお願いしたい。 

・自転車専用レーン 



２８ 

２ 10 年後、20 年後に期待する南区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「安心・安全なまち」が 76.0%と最も高い割合で、次いで「だれもが住みたいと思うまち」（60.1%）、「子育

ての環境が整ったまち」（51.7%）、「鉄道の利便性の高いまち」（48.3%）、「健康を維持・増進できるまち」

（40.2%）の順となっている。 

76.0%

60.1%

51.7%

48.3%

40.2%

30.8%

24.0%

20.1%

19.1%

15.7%

12.0%

7.6%

3.1%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

安心・安全なまち

だれもが住みたいと思うまち

子育ての環境が整ったまち

鉄道の利便性の高いまち

健康を維持・増進できるまち

都会と田舎・歴史が調和したまち

住民と行政が協働するまち

東西南北の移動がしやすいまち

地域力のあるまち

伝統行事を大切にするまち

住民が主役であるまち

個性あるまち

その他

無回答

(n=383) 

＜その他の自由回答＞ 

交通インフラに関して 

・交通インフラしか思い浮かばないというのは 20年以上、この地にいていかがなものかと。 

・南浦和駅改札の移動→京浜東北線の中央位に移動 

・南浦和駅にエレベーターをつける 

開発に関して 

・都市開発しないまち 

・自然と触れ合える場所の残るまち 

・活気溢れるまち 

・障害者が住みやすいまち 

その他 

・文教都 

・祝祭日に国旗を各戸でなびく街並み



２９ 

（緑 区） 

1 お住まいの緑区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7）

□「豊かな緑」が 81.6%と最も高い割合で、次いで「見沼田圃」（51.1%）、「静かさ」（46.2%）の順となってい

る。 

81.6%

51.1%

46.2%

31.4%

27.4%

4.5%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

豊かな緑

見沼田圃

静かさ

ホタル

緑区の歴史・伝統

その他

無回答

(n=223) 

＜その他の自由回答＞ 

自然・緑に関して 

・植木業者 

・豊かな緑と活気ある街並みの共存 

・見沼用水沿の桜並木 

・用水路等にフタをしないでほしい！つばめ等の渡り鳥のエサ等の為、子育てなどに絶対に必要！ 

子ども、高齢者に優しい環境に関して 

・（小学生以下）子供の遊べる場所 

・大きな公園 

・子育て、高齢者介護に優しい町 

その他 

・さいたまスタジアム２００２ 

・団地の多い町 

・地域的性質、この土地にお住まいの方は比較的、周りを思いやる心のおおらかな方が多くお住まいと思
います。いつまでも、この様であり続けてほしいと思います。 



３０ 

２ 10 年後、20 年後に期待する緑区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「安心して暮らせるまち」が 80.3%と最も高い割合で、次いで「高齢者が暮らしやすいまち」（46.6%）、「子

育てがしやすいまち」（43.0%）、「緑豊かな街並みのあるまち」（34.5%）、「災害への意識が高いまち／生活

インフラが整ったまち」（32.3%）の順となっている。 

80.3%

46.6%

43.0%

34.5%

32.3%

32.3%

27.8%

26.5%

25.6%

24.7%

23.3%

15.7%

15.7%

11.7%

9.9%

8.5%

8.1%

3.6%

0.9%

1.3%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

安心して暮らせるまち

高齢者が暮らしやすいまち

子育てがしやすいまち

緑豊かな街並みのあるまち

災害への意識が高いまち

生活インフラが整ったまち

地域の豊かな緑を大切にするまち

公共施設が充実したまち

一生涯住めるまち

楽しく人生が送れるまち

清潔で明るいまち

若者のための住環境と職場が整ったまち

商業施設が充実したまち

歴史・史跡を大切にするまち

若者が住みたいまち

地産地消に取り組むまち

生きがいを持てるまち

イベント等で活気あるまち

みんなが地域の歴史文化を紹介できるまち

その他

無回答

(n=223) 

＜その他の自由回答＞ 

・子供が自然（森や水辺など）の中で遊べるまち 

・街灯が少なく暗くて危ない。そういう所に限ってバス等も走っていない。交通手段が整っている場所にし

てほしい。 



３１ 

（岩槻区） 

1 お住まいの岩槻区で 10 年後、20 年後に特に残したいもの（複数回答 3 つまで） 

（調査票：問 7）

□「豊かな自然」が 60.5%と最も高い割合で、次いで「人形文化」（54.9%）、「城下町の風情」（48.4%）の順と 

なっている。 

60.5%

54.9%

48.4%

34.9%

30.2%

16.3%

12.6%

1.9%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

豊かな自然

人形文化

城下町の風情

区を代表する農産物

歴史的建造物

地域の交流

文化財

その他

無回答

(n=215) 

＜その他の自由回答＞ 

・観光地 

・都心への交通面を便利に 



３２ 

２ 10 年後、20 年後に期待する岩槻区の将来の姿やイメージ（複数回答 5 つまで） 

（調査票：問 8） 

□「安心して暮らせるまち」が 75.8%と最も高い割合で、次いで「医療環境が整ったまち」（67.9%）、「自然（緑

や水辺）を楽しめるまち」（60.0%）、「子どもにとって良好な生活環境が整ったまち」（49.8%）、「歩行や自

転車利用を含めた交通環境が整ったまち」（46.5%）の順となっている。 

75.8%

67.9%

60.0%

49.8%

46.5%

45.6%

24.7%

20.0%

17.2%

14.9%

1.4%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

安心して暮らせるまち

医療環境が整ったまち

自然（緑や水辺）を楽しめるまち

子どもにとっての良好な生活環境が整ったまち

歩行や自転車利用を含めた交通環境が整ったまち

歴史・文化を楽しめるまち

若者にとって魅力あるまち

良好な景観が形成されたまち

農業を活かしたまち

地域の交流が活発なまち

その他

無回答

(n=215) 

＜その他の自由回答＞ 

・老人の町 

・都心の利便性（地下鉄開通） 

・岩槻区全世帯に太陽光発電システムを設置。岩槻区、さいたま市、さいたま県で全額負担。モデル地域と

して全世界にアピールする。 



３３ 

● 回答者の属性 

（１）性別（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」①） 

□「男性」は 44.5%、「女性」は 54.2%であり、「女性」が約 10%上回っている。 

男性, 44.5%
女性, 54.2%

無回答, 1.3%

（ｎ=2606） 



３４ 

（２）年齢（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」②） 

□最も回答割合が少なかったのは「20歳代」の 7.9%、最も回答割合が多かったのは「60歳代」の 21.9 

%となっている。年齢による割合の偏りが少なく、「20 歳代」を除いては比較的均等に分布している。 

20歳代, 
7.9%

30歳代, 17.8%

40歳代, 18.9%

50歳代, 16.4%

60歳代, 21.9%

70歳代, 15.7%

無回答, 1.3%

（n=2606） 



３５ 

（３）職業（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」③、③－１） 

□「勤め人（正規職員・正社員）」が 32.8%と最も多く、以下、「専業主婦・専業主夫」（22.5%）、「勤め人（パ

ート・アルバイトなど）」（18.0%）の順となっている。 

自営業主・家事

手伝い, 6.6%

勤め人（正規職

員・正社員）, 
32.8%

勤め人（パート・

アルバイトなど）, 
18.0%学生, 1.7%

専業主婦・専業

主夫, 22.5%

その他の無職, 
12.5%

その他, 3.1% 無回答, 2.8%

 (n=2606) 

□前の質問にて「自営業・家業手伝い」「勤め人（正規職員・正社員）」「勤め人（パート・アルバイトなど）」

「学生」と答えた方の通勤・通学先は、「さいたま市内」が 47.1%と最も多く、次いで「東京都 23 区」の

29.4%となっている。 

さいたま市内, 
47.1%

さいたま市以

外の埼玉県内, 
14.5%

東京都23区, 
29.4%

その他の東京都, 
1.9%

その他 , 4.5%
無回答, 2.6%

 (n=2606) 



３６ 

（４）市内での居住年数（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」④） 

□「20 年以上」が 58.7%と圧倒的に多く、次いで「10～20 年未満」（19.2%）、「５～10 年未満」（8.4%）と居

住年数が短くなるにつれて割合も下がっていく傾向となっている。 

1年未満, 2.3%
1～２年未満, 3.1%

３～５年未満, 6.6%

５～１０年未

満, 8.4%

１０～２０年未満, 
19.2%

２０年以上, 58.7%

無回答, 1.6%

(n=2606) 



３７ 

（５）同居家族（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」⑤） 

□「親子（２世代）」が 54.1%と圧倒的に多く、次いで「夫婦だけ」（23.6%）、「親と子と孫（３世代）」（8.1%）

となっています。単身世帯（＝「一人暮らし」）は 8.5%となっている。 

一人暮ら

し, 8.5%

夫婦だけ, 23.6%

親子（２世代）, 
54.1%

親と子と孫（３

世代）, 8.1%

その他, 3.8% 無回答, 1.9%

 (n=2606) 

（６）同居家族の年齢層（調査票：「Ⅴ あなたご自身のこと」⑥） 

□ 就学前（0～6歳）の家族がいるか。 

いる, 13.8%

いない, 57.4%

無回答, 28.8%

 (n=2606) 



３８ 

□ 小学生の家族がいるか。 

いる, 
12.4%

いない, 
58.1%

無回答, 
29.4%

 (n=2606) 

□ 中学生の家族がいるか。 

いる, 7.8%

いない, 
60.6%

無回答, 
31.7%

 (n=2606) 

□ 65 歳以上の家族がいるか。 

いる, 30.5%

いない, 
49.4%

無回答, 
20.1%

 (n=2606) 



３９ 

（７）回答者の居住区 

西区, 
7.3%

北区, 11.2%

大宮区, 9.9%

見沼区, 12.0%

中央区, 
8.1%

桜区, 
7.5%

浦和区, 12.5%

南区, 14.7%

緑区, 8.6%

岩槻区, 
8.3%

 (n=2606) 


